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3.1.1 概要（断層の切り合い関係 ）
Ｖ2 断層は，Ｆ3 断層及びＦ4 断層と

切り切られの関係にある。

Ｆ3 断層は，Ｖ2 断層と切り切られの

関係にあり，Ｖ3 断層及びＶ4 断層を

切る。また，Ｆ4 断層はＶ2 断層と切

り切られの関係にある。

Ｌ1 断層は，Ｖ1，Ｖa，Ｖb，Ｖc 断

層を切り，Ｆ3断層を変位・変形させ

る。また，Ｌ2断層に分岐する。

以上のことから，Ｖ系断層，Ｆ系断

層及びＬ1・Ｌ2 断層は，大局的には

ほぼ同時期に活動していると考えら

れるが，Ｖ系断層ではＶ2断層が，Ｆ

系断層ではＦ3断層及びＦ4断層が，

Ｌ1断層及びＬ2断層が相対的により新

しく，これらの中でもＬ1断層及びＬ2
断層が最も新しい時代まで活動した

断層であると判断される。

断層切り合い関係模式図

断層切り合い関係スケッチ位置図
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注）断層交差部が点線の部分は切り合い関係未確認。
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3.1.2 Ｌ１・Ｌ２断層（性状）

Ｌ1・Ｌ2 断層は，NE-SW走向で低角度南東傾斜のＬ1 断層と，これから分岐する層理面に平行なＬ2 断層からなる。

Ｌ1 断層は幅0cm～1.6cm（平均0.2cm）の粘土及び幅0cm～85cm （平均15cm）の亜角礫を含む破砕部を，Ｌ2

断層は幅フィルム状～0.3cm（平均フィルム状）の粘土及び幅0cm～65cm（平均7cm）の亜角礫を含む破砕部を伴

う。破砕幅は断層合流部付近で大きくなる傾向がある。

なお，Ｆ系断層代表のＦ3 断層は幅フィルム状～5cm（平均1.9cm）の粘土及び幅0～17cm（平均8cm）の破砕部

からなり，Ｌ1 ・Ｌ2 断層とは破砕性状が異なる。

Ｌ1断層（6号炉Ｌ1坑西側壁）

亜角礫を含む
破砕部

西山層

破砕部

西山層

西山層

Ｌ2断層（6号炉アクセス坑西側壁）

西山層

Ｌ１・Ｌ２断層分布図

2017年2月27日
ヒアリング資料

P.2修正
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3.1.2 Ｌ１・Ｌ２断層（連続性）

Ｌ1 断層及びＬ2 断層は，試掘坑調査及び６号炉，７号炉周辺のボーリング調査によって連続性を確認

している。

Ｌ1断層はＦ3断層より下位には分布しない。また，Ｌ2断層はＬ1断層より下位には分布しない。

７号炉汀線直交断面図

西山層

新期砂層・沖積層

番神砂層・大湊砂層

古安田層

Ｌ1・Ｌ2断層分布図

西山層

Ｗ ＥＬ１・Ｌ２断層分布図



西山層
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3.1.2 Ｌ１・Ｌ２断層（L１，Ｌ２断層及びＦ3断層との関係）

Ｌ1断層はＦ3断層を変位・変形させるが，Ｆ3断層より下位には連続しない。

Ｌ1断層はL2断層に分岐している。

※Ｌ2断層は，Ｌ1断層近傍でほぼ水平となり，さらに逆傾斜となって
Ｌ1断層に合流する。

※Ｌ1断層はＦ3断層に合流し，Ｆ3断層より下位には延長しない。
Ｌ1断層はＦ3断層の主要部（Ｆ3-2断層）を変形させ，一部（Ｆ3-3断層）を
変位させている。また，Ｌ1断層の分岐断層はＦ3断層に合流する。

Ｌ1断層とＦ3断層の
関係模式図

Ｌ１・Ｌ２断層及びＦ３断層との関係



Ｌ1断層は鍵層Np-3及びその下位の灰白色細粒凝灰岩を正断層的に変位させている。

Ｌ2断層によりノジュールが逆断層的センスに引きずられている。

条線方向はばらつくものの，Ｌ1断層，Ｌ2断層ともに北西－南東方向の縦ずれを示す。

以上のことから，Ｌ1断層とＬ2断層は，一体で活動した断層と推定される。
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3.1.2 Ｌ１・Ｌ２断層（L１，Ｌ２断層の変位センス）

西山層

2017年2月27日
ヒアリング資料

P.5修正

※断層スケッチ番号39，40，42
の条線データ

※断層の走向傾斜は，代表的な値を記載
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3.1.2 Ｌ１・Ｌ２断層（L１断層の活動性（建設時の確認））

古安田層
（A2部層）

西山層

Ｌ1断層と古安田層との関係を確認するため，試掘坑による追跡調査を実施した。

その結果，Ｌ1断層は古安田層に変位・変形を与えていない。

Ｌ1断層

N32W27E

N10E18E
Ｌ1断層

※走向・傾斜は偏角補正済み

Ｌ１・Ｌ２断層調査位置図

Ｌ１坑断面図

Ｌ１坑壁面スケッチ
Ｌ１坑壁面写真
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3.1.2 Ｌ１・Ｌ２断層（L２断層の活動性（建設時の確認））

古安田層（A2部層）西山層 同左拡大写真

Ｌ2断層と古安田層との関係を確認するため，試掘坑による追跡調査を実施した。

その結果，Ｌ2断層は古安田層に変位・変形を与えていない。

Ｌ2断層

N18W22W

Ｌ2断層

N2E12W

※走向・傾斜は偏角補正済み

Ｌ１・Ｌ２断層調査位置図

Ｌ２坑断面図

Ｌ２坑壁面スケッチ

Ｌ２坑壁面写真
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3.1.2 Ｌ１・Ｌ２断層（L１立坑調査結果の概要）

西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

立坑

古安田層
（上載層）

Ｌ１断層と古安田層との関係を再確認するため，立坑調査を実施した。

Ｌ１立坑調査位置図

Ｌ１立坑平面図

Ｌ１立坑断面図
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3.1.2 Ｌ１・Ｌ２断層（L１断層活動性確認状況）

西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

立坑

古安田層
（上載層）

Ｌ１断層は，古安田層に変位・変形を与えていない。

以上のことから，Ｌ１・Ｌ２断層は古安田層堆積以降の活動は認められず，将来活動する可能性のある断

層等ではないと判断される。

Ｌ１立坑平面図


